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補足メモ
    ・建物形状についてはいずれかのアウトプットで判断できれば良い
　　　　・各荷重と配置がわかる資料

・各部材の断面と配置がわかる資料・

・柱内のり寸法のわかる資料

・診断方針については方針内容で報告書の内容が把握できるような記述とし、できるだけ
詳しい記載でモデル化についても診断者としてどう判断したのかも記載すること。
　　

　　・診断考察についても診断者としてどう判断したのか明確で詳しい記載とすること。
   ・低強度コンクリートの場合判定資料に明記しておくこと

　　・耐震診断概要書　13)の意匠図については平面図・立面図・断面図・矩計図の最小枚数で可
· ひび割れ位置図については、伏図・軸組図を作成しひび割れ形状(ヘアークラックは除く)を記

入することとし、集計については診断者判断とする。
















